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3．病理組織学的所見

　WHO分類に基づき分類組織型にあてはまるものを

単独型とし，組織型の混合するものを混合型とした。

この結果，単独型は濾胞型が4症例，網状型が8症

例，基底細胞型が1症例であった。また混合型は14症

例（52％）あった。混合型を示すものは濾胞型または

綱状型に他の組織型が混合するものでいわゆる濾胞ま

たは網状混合型というべきものであった。

　考　　察

　このようにエナメル上皮腫は形態的に多彩な所見を

示すがこれについて諸家の意見は必ずしも一致してい

ない。WHO分類はエナメル上皮腫の組織形態学的特

徴を明確にしていることからこれを用いた。その結

果，混合型が52％を占め単純に分類型にあてはめるこ

との困難性を示している。しかしエナメル上皮腫の形

態は芽組織の特異性に基づいて起こる腫瘍細胞の化生

現象，分泌機能障害のため種々の形態的推移を示すこ

とが考えられる。そしてこれらの変化が濾胞または網

状型に混合する結果WHOにより示された各型が生じ

たと考えられる。また濾胞，網状型を基本に混合型が

多くみられることからエナメル上皮腫の基本型は濾胞

型と網状型であると考える。

　質　問：工藤啓吾（ロ外1）

　上顎に4例みられているが，組織型に一定した傾向

がみられますでしょうか。

　解　答：竹下信義（口病）

　特に病理組織学的に特異性はありませんが，濾胞型

と穎粒細胞型との混合型は上顎にみられたものです。
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　われわれはウィスター系雄性幼若ラット（体重110～

1209）21匹を用いて，下顎骨下縁に新鮮自家無骨膜

肋骨を架橋的に移植し，移植後3日目，7日目，14日

目，21日目，30日目，60日目，90日目における移植骨

の骨新生ならびに骨改造機序について，酸性ムコ多糖

類を中心に組織化学的に検索した。
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　移植後7日目では，移植骨断端部に進入増殖する線

維性結合組織が著明にみられ，この線維性結合組織は

ピアルロン酸を多量に含んでいた。このピアルロン酸

が骨新生など次の形態推移にどのような役割を演ずる

かは不明であるが，移植後14日目から21日目をピーク

に漸次減少していく傾向がみられた。移植後14日目で

は，架台部に著明な軟骨組織を認め，Aician　blue染

色に強陽性，Toluidin　blue　pH　2．5染色1こ強異染性を

呈し，ピアルロニターゼ消化試験で消化されることよ

り，軟骨組織にはコンドロイチン硫酸A・C，ケラト

硫酸，ピアルロン酸を含むものと考えられた。移植後

21日目では，架台部軟骨細胞は一部変性し始め，かつ

軟骨肥大細胞類似の形態をとりつつ，骨組織に推移し，

また一部の硬組織は破骨細胞によって吸収改造されて

いた。この時期の軟骨細胞はPAS．　Alcian　blue染色

では，PAS染色陽性部が増加し，逆にAlcian　blue

陽性部が減少していた。この傾向は移植後30日目に，

さらに著明にみられ，骨端軟骨の骨化帯に類似する部

位では蜂巣状を呈する軟骨組織の酸性ムコ多糖類が減

少していた。また糖原も軟骨細胞に多量にみられ，骨

化の進行とともに酸性ムコ多糖類同様に消失していっ

た。移植骨中央の周囲には，移植後30日目まで線維性

結合組織がたえず存在し，移植後14日目ないし21日目

にやや多くみられたが，きわだった変動なくピアルロ

ン酸がみとめられた。またこれにやや遅れて骨の新生

がみられることから，移植骨中央部では主に結合織性

骨化による骨の改造が行なわれるものと思われた。酸

性ムコ多糖類や糖原以外の粘液多糖類に関しては，移

植後における骨化の進行ととくに量的関連性が認めら

れなかった。

　追加：野坂洋一郎（口解1）

1．固定法にプアンを用いないでcpcを添加したホル

　マリンでなされれば。

2．ScottのSelective　blocking法を用いた方が分離

　が良いのではないかと思います。

　解　答：千葉　 清（1口外）

　1），2）種々の方法がありますが，以前から私どもが

用いてきた方法でデータの比較しています。
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